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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当期業績の概況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、アジア地域では、中国やインド等における経済成長の鈍化傾

向が継続したものの、米国及び欧州において景気が回復傾向にあったことから、全体としては緩やかに回復しま

した。

わが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられたものの、企業収益及び雇用・所得環境

の改善等を背景に緩やかな回復基調が続きました。

当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資が堅調に推移した一方で、銅の海外相場が下落したほか、原燃

料価格及び電力料金の上昇といったマイナス要因がありました。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は3,669億32百万円（前年同期比

2.2％増）、営業利益は140億13百万円（前年同期比17.6％減）、経常利益は174億39百万円（前年同期比3.9％

増）、四半期純利益は95億9百万円（前年同期比46.4％減）となりました。

 

② セグメントの概況

 当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの変更等を行っております。詳細は、「（３）四半期連結財務

諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」に記載のとおりです。なお、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後の区分に組み替えた数値で比較しております。

 

（セメント事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 423 436 12 （3.0％） 

  営業利益 33 23 △9 (△30.1％） 

  経常利益 32 19 △13 （△41.1％） 

 
 セメントは、国内では、東北地区及び首都圏において公共工事の入札不調や工事の遅れがあったものの、近畿地

区及び東海地区において駅前再開発工事、マンション等住宅建設工事等が堅調に推移したことにより、国内総需要

は前年同期並みとなり、販売数量もほぼ前年同期並みとなりました。米国では、南カリフォルニア地区における天

候不順の影響により建設工事の遅延があったものの、販売数量はほぼ前年同期並みとなりました。中国では、山東

省における高速鉄道工事及び新空港建設工事等による需要が増加したものの、天候不順の影響等により販売数量は

減少しました。なお、事業全体のセメント生産量は、2.8百万トン（前年同期比0.1百万トン減産）となりました。

 また、セメント及び生コン販売価格改定による米国での売上高増加があった一方、操業コストの増加がありまし

た。 

 以上の結果、事業全体の売上高は前年同期に比べて増加し、営業利益は減少しました。

 事業全体の経常利益は、営業利益が減少したことから、前年同期に比べて減少しました。 
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（金属事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 1,928 2,004 76 （4.0％） 

  営業利益 66 46 △19 (△29.2％） 

  経常利益 68 61 △6 （△10.3％） 

 

銅地金は、インドネシア・カパー・スメルティング社において順調な操業により増産となったものの、海外相場

が下落したことに加えて、国内製錬所において電力コスト等の操業コストが上昇したことなどから、増収減益とな

りました。なお、事業全体の電気銅生産量は、143千トン（前年同期比10千トン増産）となりました。 

金及びその他の金属は、金価格の値動きが小幅であったことにより金地金の売買取扱量が減少したことなどか

ら、減収減益となりました。 

銅加工品は、自動車向け製品等の販売が増加したものの、原子力発電設備向け製品の販売が減少したことなどか

ら、増収減益となりました。 

 以上の結果、事業全体の売上高は前年同期に比べて増加し、営業利益は減少しました。 

 事業全体の経常利益は、受取配当金が増加したものの、営業利益が減少したことから、前年同期に比べて減少し

ました。

（加工事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 360 364 3 （1.0％） 

  営業利益 36 44 7 （19.3％） 

  経常利益 36 43 7 （19.2％） 

 

超硬製品は、国内の需要並びに欧州及び東南アジアを中心とした海外の需要が増加したことに加えて、積極的に

販売促進に取り組んだ結果、増収増益となりました。 

高機能製品は、自動車向け製品及び航空機向け製品の販売が堅調に推移したものの、増産体制を整備するために

コストが増加したことに加えて、平成26年１月に三菱マテリアルシーエムアイ㈱が子会社でなくなったことなどか

ら、減収減益となりました。 

以上の結果、事業全体の売上高及び営業利益は、前年同期に比べて増加しました。 

事業全体の経常利益は、営業利益が増加したことから、前年同期に比べて増加しました。 
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（電子材料事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 177 136 △40 （△23.0％） 

  営業利益 11 7 △3 （△33.6％） 

  経常利益 7 11 3 （40.7％） 

 

機能材料は、スマートフォン用LSI向け製品の販売が減少したことから、減収減益となりました。 

電子デバイスは、白物家電向け製品の販売が増加したことから、増収増益となりました。 

多結晶シリコン及び化成品は、四日市工場が爆発火災事故を受けて操業を停止していたことにより、多結晶シリ

コンの販売が減少したことなどから、減収減益となりました。 

以上の結果、事業全体の売上高及び営業利益は、前年同期に比べて減少しました。 

事業全体の経常利益は、持分法による投資利益が増加したことから、前年同期に比べて増加しました。 

（アルミ事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 396 398 2 （0.5％） 

  営業利益 25 18 △6 （△27.1％） 

  経常利益 24 17 △7 （△29.8％） 

 

アルミ缶は、通常缶及びボトル缶の需要がともに前年同期並みとなりました。 

アルミ圧延・加工品は、自動車向け製品を中心に需要が増加しました。 

事業全体では、エネルギーコスト及び原材料コストが上昇しました。 

以上の結果、事業全体の売上高は前年同期に比べて増加し、営業利益は減少しました。 

事業全体の経常利益は、営業利益が減少したことから、前年同期に比べて減少しました。 
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（その他の事業）

        (単位：億円)

   
前第１四半期 
連結累計期間 

当第１四半期 
連結累計期間 

増減（増減率） 

  売上高 568 536 △31 （△5.5％） 

  営業利益 8 9 0 （9.8％） 

  経常利益 10 29 19 （193.4％） 

 

エネルギー関連は、石炭の販売及び原子力関連における福島除染事業の販売が減少したことから、減収減益とな

りました。 

E-waste（使用済みの電子電気製品）リサイクルは、売上高及び営業利益ともに前年同期並みとなりました。 

なお、原子力・エンジニアリング関連部門の受注高は、212億円（前年同期比78億円増）、受注残高は、377億円

（同172億円増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は1兆8,027億円となり、前連結会計年度末比242億円増加しまし

た。これは、当第１四半期連結会計期間に、たな卸資産が増加したことなどによるものであります。 

 負債の部は1兆2,821億円となり、前連結会計年度末比293億円増加しました。これは、当第１四半期連結会計期

間に、支払手形及び買掛金が増加したことなどによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループの業績は、為替、金属価格及び電力料金等の変動要因の影響を大きく受けますが、連結業績予想

は、当第１四半期連結累計期間における実績及び今後の事業環境の見通し等を考慮し、平成26年５月12日の決算短

信で公表した第２四半期連結累計期間及び通期の予想数値から変更しておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額

の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が4,617百万円増加し、利益剰余金が3,611百

万円減少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。
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（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 従来、当社及び国内連結子会社の超硬製品製造設備の減価償却方法については、主として定率法を採用しており

ましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法へ変更しております。この変更は、主に当社の筑波製作所におけ

る超硬製品増産設備の導入による生産能力の増強及び中期経営計画（2014-2016年度）の策定を契機に減価償却方

法を検討した結果、今後の超硬製品の世界需要予測等から、安定的使用が見込まれ、技術的陳腐化リスクも少ない

ため投資の効果が従来に増して平均的に生ずると見込まれることから、定額法がより合理的と判断したことによる

ものであります。 

 この結果、従来の方法によった場合と比較し、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は、それぞれ302百万円増加しております。 

 また、従来、国内連結子会社のアルミ缶製造設備の減価償却方法については、主として定率法を採用しておりま

したが、当第１四半期連結会計期間より定額法へ変更しております。この変更は、中期経営計画（2014-2016年

度）の策定を契機に減価償却方法を検討した結果、今後のアルミ缶需要予測等から、安定的使用が見込まれ、技術

的陳腐化リスクも少ないため投資の効果が従来に増して平均的に生ずると見込まれることから、定額法がより合理

的と判断したことによるものであります。 

 この結果、従来の方法によった場合と比較し、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前当期純利益は、それぞれ215百万円増加しております。 

 

（３）表示方法の変更

  （四半期連結損益計算書）

 従来、セメント事業における一部の米国連結子会社は、生コンクリートの輸送関連費用を「販売費及び一般管理

費」として表示しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より「売上原価」として表示する方法に変更いたし

ました。 

 この変更は、当連結会計年度を起点とする中期経営計画（2014-2016年度）において米国生コンクリート事業の

収益拡大を見込んでいることから、これを契機に、当該費用について、その発生の態様と収益との対応関係を再検

討したことに伴い、売上原価と販売費及び一般管理費をより適正に表示するために行ったものであります。 

 この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組替を行っており

ます。 

 前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「販売費及び一般管理費」として表示していた

3,241百万円は、「売上原価」として組み替えております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 63,486 63,700 

受取手形及び売掛金 219,016 239,895 

商品及び製品 81,516 87,340 

仕掛品 100,280 113,369 

原材料及び貯蔵品 103,155 107,262 

その他 208,853 196,602 

貸倒引当金 △1,843 △1,873 

流動資産合計 774,465 806,297 

固定資産    

有形固定資産    

機械及び装置（純額） 178,296 179,927 

土地（純額） 273,048 272,551 

その他（純額） 199,226 193,552 

有形固定資産合計 650,571 646,030 

無形固定資産    

のれん 38,816 37,220 

その他 9,410 9,421 

無形固定資産合計 48,226 46,641 

投資その他の資産    

投資有価証券 250,576 249,656 

その他 61,630 61,162 

投資損失引当金 △1,168 △1,168 

貸倒引当金 △5,797 △5,850 

投資その他の資産合計 305,241 303,799 

固定資産合計 1,004,039 996,471 

資産合計 1,778,505 1,802,769 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 106,656 129,697 

短期借入金 256,098 246,768 

1年内償還予定の社債 40,000 60,000 

コマーシャル・ペーパー － 10,000 

未払法人税等 9,576 3,370 

引当金 12,899 7,312 

預り金地金 212,760 213,830 

その他 100,526 102,740 

流動負債合計 738,518 773,720 

固定負債    

社債 85,140 65,140 

長期借入金 268,605 280,497 

その他の引当金 7,556 8,646 

退職給付に係る負債 52,787 56,259 

その他 100,190 97,846 

固定負債合計 514,279 508,389 

負債合計 1,252,797 1,282,110 

純資産の部    

株主資本    

資本金 119,457 119,457 

資本剰余金 92,272 92,272 

利益剰余金 207,354 208,423 

自己株式 △1,782 △1,797 

株主資本合計 417,302 418,356 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 31,972 31,569 

繰延ヘッジ損益 218 70 

土地再評価差額金 32,907 32,773 

為替換算調整勘定 △12,348 △16,807 

退職給付に係る調整累計額 △13,302 △13,014 

その他の包括利益累計額合計 39,447 34,590 

少数株主持分 68,957 67,711 

純資産合計 525,707 520,659 

負債純資産合計 1,778,505 1,802,769 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 359,130 366,932 

売上原価 309,721 320,000 

売上総利益 49,409 46,931 

販売費及び一般管理費 32,406 32,918 

営業利益 17,002 14,013 

営業外収益    

受取利息 113 152 

受取配当金 2,270 3,820 

持分法による投資利益 866 2,567 

固定資産賃貸料 1,146 1,142 

その他 743 564 

営業外収益合計 5,140 8,248 

営業外費用    

支払利息 2,515 2,255 

その他 2,836 2,566 

営業外費用合計 5,352 4,822 

経常利益 16,790 17,439 

特別利益    

投資有価証券売却益 1,360 115 

固定資産売却益 4,016 63 

その他 － 30 

特別利益合計 5,376 209 

特別損失    

環境対策引当金繰入額 － 1,300 

操業停止損失 － 1,043 

投資有価証券評価損 122 67 

その他 659 271 

特別損失合計 781 2,682 

税金等調整前四半期純利益 21,385 14,966 

法人税等 2,901 4,531 

少数株主損益調整前四半期純利益 18,483 10,434 

少数株主利益 749 925 

四半期純利益 17,734 9,509 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 18,483 10,434 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △3,033 △401 

繰延ヘッジ損益 678 △321 

為替換算調整勘定 12,205 △4,298 

退職給付に係る調整額 － 545 

持分法適用会社に対する持分相当額 1,801 △1,270 

その他の包括利益合計 11,651 △5,746 

四半期包括利益 30,134 4,688 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 26,219 4,785 

少数株主に係る四半期包括利益 3,915 △97 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

 
セメント 
事 業 

金属 
事 業 

加工 
事 業 

電子材料 
事 業 

アルミ 
事 業 

その他 
の事業 

計 調整額 
四半期連結損
益計算書計上

額 

売上高                  

(1）外部顧客への

売上高 
41,546 190,005 28,794 12,070 39,372 47,341 359,130 － 359,130 

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

810 2,800 7,278 5,636 242 9,479 26,247 △26,247 － 

計 42,356 192,806 36,072 17,706 39,614 56,820 385,377 △26,247 359,130 

セグメント利益 3,296 6,802 3,659 782 2,428 1,015 17,984 △1,194 16,790 

（注）１．その他の事業には、原子力関連、環境リサイクル関連、不動産、エンジニアリング関連等を含んで

おります。

      ２．セグメント利益の調整額△1,194百万円には、セグメント間取引消去365百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,559百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費、基礎的試験研究費及び金融収支であります。

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

 
セメント 
事 業 

金属 
事 業 

加工 
事 業 

電子材料 
事 業 

アルミ 
事 業 

その他 
の事業 

計 調整額 
四半期連結損
益計算書計上

額 

売上高                  

(1）外部顧客への

売上高 
42,795 198,328 29,478 12,590 39,297 44,442 366,932 - 366,932 

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

825 2,130 6,941 1,047 533 9,230 20,709 △20,709 - 

計 43,620 200,459 36,420 13,638 39,831 53,672 387,642 △20,709 366,932 

セグメント利益 1,942 6,103 4,362 1,100 1,703 2,980 18,193 △753 17,439 

（注）１．その他の事業には、原子力関連、環境リサイクル関連、不動産、エンジニアリング関連等を含んで

おります。

      ２．セグメント利益の調整額△753百万円には、セグメント間取引消去100百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△853百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費、基礎的試験研究費及び金融収支であります。

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社は、平成26年４月１日に実施した組織再編に伴い、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメ

ントの名称を「銅事業」から「金属事業」に変更しております。また、「その他の事業」に含んでおり

ました貴金属の地金に関する事業を「金属事業」に区分しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを開示しております。 
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

- 12 -

三菱マテリアル㈱(5711)　平成27年３月期　第１四半期決算短信


	サマリー_08010937
	添付資料_08051130

